






















1 	 南国恨人述「越南亡国始末談」『南風報』第 1期，1911年 2 月。
2 	「記者」の手がかりとしては，後述するように第 2期に引き続き掲載された「越南亡国始末談」の「按」
































































































6 	「広西の近状」『読売新聞』1909年 8 月21日朝刊。なお，引用文中の句読点は筆者による。
7 	 朱浤源『従変乱到軍省：広西的初期現代化1860‐1937』中央研究院近代史研究所，1995年， 5 ‐ 6頁。



























































































19	 拙稿「阮伯卓「汗漫遊記」（1919年 4 月‐1920年 5 月）について」『国際教養学部論叢』（中京大学国際教
養学部）第 7巻第 2号，2015年 3 月。
20	 Nguyễn Q. Thắng – Nguyễn Bá Thế, Từ Điển Nhân Vật Lịch Sử Việt Nam, Nhà Xuất Bản Văn Hóa, 1999, p.482.	
なお，同辞典は「この時期〔中国滞在時〕に阮伯卓はひそかに裏切って，フランスの手先となった」と
記述している。

















































































































































































筆者は前掲「阮伯卓「汗漫遊記」（1919年 4 月 ‐1920年 5 月）について」のなかで，1919‐20年
にかけてベトナムで発表された紀行文「汗漫遊記」と1925‐26年にかけて中国の浙江省で連載され
た小説「万里逋逃記」の異同に触れ，前者の内容を大幅に取り入れた後者に主人公の桂林行きの
エピソードがなく，代わりに山東省の青州へ赴く設定になっていることを指摘し（ちなみに，劉
氏に相当する役割の楊際春という将校が登場する点で両者はパラレルである），その理由として
ベトナムと中国という二つのナショナリズムのあいだで軋轢が生じる懸念があったのではないか
という感触を示唆しておいた。確かに「万里逋逃記」連載中の浙江において亡命ベトナム人活動
家たちは掲載誌である『兵事雑誌』の編集部門ともども当地の地方軍当局に支えられており，現
在進行形で中国の地域ネットワークとの関係を維持する必要があったのである。一方の「汗漫遊
記」はそうした中国とのつながりからは切り離されており，ベトナム婦人の悲劇についてもある
意味で忌憚なく記述することが可能であった。もっとも，そこに何らのバイアスもかかっていな
いと考えるのもおそらく妥当ではない。それは，「汗漫遊記」がフランス植民地下のベトナムにお
いて，フランスと協調しつつベトナム・ナショナリズムの養成につとめる『南風雑誌』に掲載さ
れていた点を踏まえなければならないからである。
冒頭で取り上げた匿名の「南国恨人」について現時点で特定することはできないが，伏せられ
たさまざまな事象や思いは多くの場合，フランスと中国という二つの力が引き合う微妙なバラン
スの上で表現されている。清末辛亥革命期の桂林におけるベトナム人独立運動家たちは，そうし
国際教養学部論叢　第 9巻第 1号86
た均衡点を探ることを通してより明確な輪郭を持ち，深みを増す存在である。
